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［２］研究経過 
東日本大震災の結果、福島第一原発から放射性物

質の飛散事故が起こった。東北大学では、警戒区域

内の野生化した家畜などの内部被ばく試料アーカイ

ブの構築と生物影響調査を行っている。 
本研究の目的は、これら福島原発事故試料アーカ

イブおよび人体内残留放射能の病理学的研究を行う

ことである。その一環として、我々は長崎原爆急性

被爆症例のパラフィン標本肺、腎、骨等及び対照と

してトロトラスト内部被曝患者例の肝臓パラフィン

ブロックを用いて内部被曝の検出法について検討し

ている。既に、オートラジオグラフィー法により、

長崎原爆急性被爆症例では長崎原子爆弾の核種であ

る 239Pu 由来のアルファ粒子飛跡が認められるこ

とを報告した。これは、原爆被爆者における初めて

の内部被曝の証拠となった。更に、広島原爆フォー

ルアウト地域4重がん症例の肺がん組織で放射線飛

跡が235U内部被ばくである可能性を示唆した 1)。ま

た、がん発生の前段階にゲノム不安定性が関与する

ことを提唱している２)。一方、我々はカザフスタン

セメイ医科大学との共同研究でラットについて内部

被曝実験を行い外部被曝とは異なった病理学的所見

を報告した 3-5）。研究打ち合わせは、Workshop 
"Mn-56 experiments and the results - Possibility 
of the small particle effects、第59回日本放射線影

響学会（広島）で行った。 
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［３］成果 
 （３－１）研究成果 
本年度は，以下に示す研究成果を得た。 

内部被曝の検討の一環として行った広島原爆症例：

フォールアウト地域4重がん症例の肺がん組織のオ

ートラジオグラフの結果、アルファ飛跡が235U内

部被ばくである可能性を示唆した 1)。飛跡源は肺組

織内貪食細胞とみられ、各組織でのアルファ線放出

核種の放射能濃度は肺がん組織0.0049536 Bq/cm3、
肺非がん組織0.0004782 Bq/cm3、近接リンパ節組

織はバックグラウンド以下となった。この数値より、

原爆被爆時より肺がん発症までの 53 年間における

等価線量(Sv)を求めたところ、肺がん組織 1.21±
0.21 Sv、肺非がん組織 0.117±0.12 Svとなった。

肺がん組織では肺非がん組織より約 10 倍高い放射

線量であった。また、我々は現在、カザフスタンの

セメイ医科大学で、中性子線をMnO2に照射して得

たMn56 を、雄Wistar ラットへ曝露し、臓器別の

被曝線量の測定後、病理学的変化を解析した結果、

内部被曝実験では、外部被曝とは異なった病理学的

所見を報告した 3-5）。即ち内部被曝では、外部照射よ

りも線量が低いにも拘らず、小腸における細胞増殖

の亢進は、2 か月後も持続した。低線量で外部照射

では認められない肺の出血と気腫が持続した。 
現在、福島原発事故について警戒区域内の野生化し

た家畜などの内部被ばく試料アーカイブの構築を行

うにあたり、病理標本について情報収集及び線量評

価についての検討を行っている。 
（３－２）波及効果と発展性など 
本共同研究は，学外研究者との交流が飛躍的に活

性化し、原爆被爆者の病理標本上のアルファ粒子飛

跡数を算出することで、国際共同研究を含めた内部

被ばく実験、更に、物理的線量評価は生物学的評価

へと発展した。また、本共同研究で明らかになった

内部被曝の成果は、組織における平均吸収線量が低

線量であっても、飛跡周辺に存在した個々の細胞が

受けた傷害は、生体にとって重大で決定的なのかも

しれないことを示唆する。福島原発事故関連研究に

おける研究者ネットワークの拡大や内部被ばくの病

理という新しい研究領域の開拓が期待される。 
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